
　　　　

2026 年 3 月 2 日

9 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
音楽療法士による音楽遊び、作業療法士による運動機能相談、看護師による食事や睡眠に関する生活相談などを不定期で開催しております。
また、法人のお祭りのご案内などしています。

家族支援
お子さまの様子を共有しながら、言動の意味やかかわり方を一緒に考え支援して
いきます。必要に応じて個別の面談を行います。

移行支援
保育所、幼稚園、小学校などでの様子を確認し、お子さまの言動の意味や
かかわり方について、共有を図っていきます

地域支援・地域連携 関係機関との連携を行い、生活全体のサポートを行っていきます。 職員の質の向上
多職種によるカンファレンスや専門職による事業所内研修を実施し、支援
の質を確保しています。

支　援　内　容

来所時に体調や生活面の聞き取りを行い、健康状態の確認を行います。必要に応じて食事や睡眠など生活習慣の情報提供を行います。

ジャングルジム・滑り台・トランポリン・マット・大型遊具などを使って身体を大きく動かす遊びや、お絵かき・粘土・工作など手指を使った遊びを楽しむことを通して、身体全体の発達
を促します。

本
人
支
援

気持ちや関心に合わせてことばかけを行いながら、見通しがもちやすいように具体物を示したり、簡潔に分かりやすく状況を伝えることで気持ちや行動の調整を支えていきます。

お子さまの気持ちに寄り添いながら、共感や代弁を行い、伝える意欲を高めながら、伝え方のモデルを示すことで、言葉でのやりとりを促します。

＜グループ＞お子さまの気持ちや関心にそって声かけを行い、まずは、職員と一緒に遊んで楽しいという経験を重ね、お友達とのかかわりにつながるよう仲介していきます。
＜個別＞お子さまの気持ちや関心に合わせて共感的な言葉かけを行い、特定の職員と関係を築きながら安心して自己表現が行えるようかかわります。

支援方針

安心できる環境の中で職員やお友達と関係を築き、楽しいと思える体験を共有することで、人とのかかわりを支えに気持ちを表現する・やりとりへの意欲が高まる・行動が調整しやすくな
ると考えられます。興味・関心に合わせた遊びの中で、お子さまの気持ちや主体性を大切にしながら共感的な関わりを行い、「一緒にできて楽しい」という気持ちを育てながら成功体験や
達成感を積み重ねることで、他者とのやりとりを楽しむ力や活動への意欲を高めていきます。また地域資源や関係機関の情報提供を行い、必要に応じて訪問などの方法により連携を図り、
地域生活の中でも主体的な行動や意欲の高まりにつながるように支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
法人の理念である「いのちがかがやくために」を基に「ご利用者、地域、職員、職場」がそれぞれがかがやくために、創始者リーラ・ブール女史の意思を引き継ぐものとして、愛と奉仕の
精神でご利用者一人ひとりに寄り添い、地域に開かれた福祉事業を目指します。

事業所名 聖ヨハネ子どもセンター　コアラ教室 作成日支援プログラム


